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平成28年2月　由良町こんにちは議会です　№109
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般
会
計
補
正
予
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１
、５
２
０
万
円
追
加

１
、５
２
０
万
円
追
加

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

40
億
３
７
９
０
万
円
に

　
由
良
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
（
任
期
は
、
平
成
28
年
１
月
８
日
か
ら
平
成
32
年
１
月
７
日
ま
で
）

　

湯
　
川
　
直
　
宣　
衣
奈
８
０
９
番
地
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紀
　
行　
門
前
２
１
８
番
地

　

岩
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３
１
８
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地
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２
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谷
　
か
お
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里
２
３
１
番
地

　
由
良
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
補
充
員

　
（
任
期
は
、
平
成
28
年
１
月
８
日
か
ら
平
成
32
年
１
月
７
日
ま
で
）

　
中
　
川
　
　
　
博　
吹
井
２
５
２
番
地
の
37

　
坂
　
田
　
妹
　
子　
衣
奈
８
６
２
番
地
の
２

　
岸
　
上
　
昭
　
一　
三
尾
川
３
６
４
番
地

　
菅
　
野
　
幸
　
江　
阿
戸
２
１
７
番
地

人

事

　

こ
の
交
付
金
を
活
用
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
を
役
場
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

（
総
務
政
策
課
企
画
政
策
班
長
）
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
す
が
、
開
催

日
は
３
月
19
日
、20
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、レ
ー

ス
・
ツ
ー
リ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問答

由
良
町

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

由
良
町

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
策
定

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

１
、０
０
０
万
円

　
「
過
疎
」
と
い
う
の
は
、
地
域
の
人
口
が
減
少
し
て
し

ま
う
こ
と
で
、
そ
の
地
域
で
暮
ら
す
人
の
生
活
水
準
や
生

活
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
状
態
を
言
い
、

そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
地
域
を
「
過
疎
地
域
」
と
言

い
ま
す
。

　

由
良
町
は
、
平
成
22
年
過
疎
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
、
平
成
27
年
度
ま
で
の
６
年
間
の

計
画
を
策
定
し
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
由
良
町
に
お
け
る
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

過
疎
対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32

年
度
ま
で
の
５
年
間
の
計
画
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。

由
良
町
総
合
戦
略
策
定

由
良
町
総
合
戦
略
策
定

　

由
良
町
は
、
平
成
27
年
10
月
30
日
に
、「
由
良
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
協
議
会
」
か
ら
の
答
申
を
受
け
て
、

由
良
町
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
を
実
施
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
人
口
減
少
や

諸
々
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
次
の
４
つ
の
基
本
目
標
が

設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
本
目
標
１

「
由
良
町
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」

　

基
本
目
標
２

「
由
良
町
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」

　

基
本
目
標
３

「
由
良
町
の
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を

か
な
え
る
」

　

基
本
目
標
４

「
由
良
町
の
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
全
な
く
ら

し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
」

　

今
回
の
定
例
会
は
、
由
良
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
策
定
、
土
地
の
取
得
、

条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
条
例
制
定
１
件
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
人

事
２
件
す
べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
看
護
の
実
現
と
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
を
求
め
る
」

請
願
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

過疎地域自立促進特別事業の主な計画
（平成28年度～32年度）

●獣害対策環境整備事業
●里山環境保全整備事業
●漁業振興対策事業
●ゆらふれあい祭助成事業
●ふるさとフェスティバル助成事業
●薬草園管理事業
●コミュニティバス運行事業
●小学生定期代助成事業
●高校生通学費補助事業
●ALT設置事業
●ふるさと教育推進事業
●地域集会所耐震診断
●過疎集落再生・活性化支援事業
●高齢者健康対策事業
●デイサービス事業

●訪問給食事業
●緊急通報装置設置事業
●こども医療費助成事業
●認知症予防対策事業
●がん検診等受診対策事業
●老人憩いの家耐震診断　
●診療所運営事業
●スクールバス運行委託 
●水道・下水道台帳作成事業
●災害ハザードマップ作成
●老人福祉施設措置事業
●学童保育運営事業
●シルバー人材センター事業
●大学のふるさと事業（摂南大学との連携）
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井戸海水を利用した陸上養殖
場所：鳥取県栽培漁業センター

日時：平成27年11月26日

　総務文教常任委員会は、10月16日に県内、橋本市の小中一貫教育についての視察研修
を行いました。
　まず始めに橋本市教育委員会の方から、小中一貫教育に至るまでの経緯やメリット、
デメリット、小中一貫教育の目標、目指すもの、これまでの成果と課題について説明を受
けました。
　平成18年、橋本市教育改革プラン「人づくりはまち全体で行う」を作成。
　平成19年、橋本市教育委員会「橋本市の小中一貫教育の在り方」の答申では、学校は中
１ギャップ、学力、生徒指導等、小中学校間にある課題を解決するために、子どもの発達
や育ちに視点を当て、課題を共有し、９年間の中でふさわしい時期に、ふさわしい方法に
より、生きるカを培うための取り組みが重要であるとなっています。
　橋本市では、平成15年度～17年度に小中一貫教育研究開発をはじめ、平成19年度、橋
本小、橋本中学校に研究指定、平成24年度に市内全小中学校において小中一貫教育を実
施、平成25年度に小、中学校を同一敷地内に開校、現在に至っております。
　一貫教育の導入により、小学校と中学校が目標を共有し、教職員が一体となって学習指導
や生徒指導に組織的に取り組み、学力の向上、健康、体力の向上を目指し、豊かな心の育ちを
支援していき、学べる環境の整備や学校経営力の向上を図っています。
　説明のあと、小学校の方にも行き、学校の現状を聞かせて頂きました。橋本小と中学校
は同じ敷地内にある施設一体型でした。ちなみに一貫教育にはふたつの型があり、同一
敷地内にある施設一体型と、もう１つは現状のままで行う連携型があり、施設一体型の
メリットとしては児童生徒の移動が容易で、交流活動がしやすい、また、教員の交流や事
務がしやすく、会議等にも集まりやすい。デメリットとしては、体育館や特別教室、運動

場の使用の調整が必要なことです。また、連携
型のメリットとしては、現状のままで小中一貫
教育ができる。デメリットとしては、児童生徒
の交流活動が困難、教員の交流や事務が移動距
離や時間調整のために容易でない、あるいは意
識的に小中一貫教育を行わないと一貫教育の
活動が鈍くなることがあります。
　いずれもメリット、デメリットがあります
が、要は、取り組む姿勢が最も大切なことだと
痛感したところです。

　鳥取県若桜町の若桜学園での行政視察研修を行いました。
　若桜町は人口3，363人、観光が主な産業で、自然が豊かな町です。
　夏は登山、冬はスキーと１年中を通して色々楽しめるとのことでした。
　若桜町の小中一貫校開校までの道筋についての説明や、教育目標についての説明を受
けました。
　若桜学園は、平成24年に施設一体型、小中一貫校として、町内２つの小学校と、２つの
中学校を統合してスタートしています。教育目標は、「若桜を愛し、世界に羽ばたく心豊
かでたくましい」を軸に、若桜の子どもの育成として、豊かな心・確かな学力・体づくりを
とおして自立の出来る子供を育てる、といった教育を目標にしていました。
　また、一貫教育にしたことでの成果としては、学力面で全国統一テストの平均点が上
がったこと、生活面では、３ブロック制による４、３、２年制を取り入れ、小１～小４年生
の前期、小５～中１の中期、中２～中３の後期に別け、各期別で高学年が低学年のお手本
となるよう責任感が育まれたこと等、全体を見れば中学３年生が下の学年の児童生徒の

目標となれる存在に育まれていることを挙げていました。そして、学童保育に関しても
学校内で設置しているため、放課後はスムーズに移行できる、また、校長OBも休日など
に子ども達を集めて、習字や勉強会を開いてくれ、できるだけ家に引き籠らないような
対策に協力してくれている等、様々な分野の人たちが教育に携わってくれているとのこ
とでした。
　由良町でも、児童生徒が減少していく中で、どのような教育目標を掲げ、どのように達
成していくかを考えると、小中一貫教育は今後、取り組むべき重要課題ではないかと思
います。

橋本市の小中一貫教育
場所：橋本市

日時：平成27年10月16日

鳥取県若桜町に行政視察
若桜学園小中一貫教育

（校訓）自ら立て、正義に立て、社会に立て
（研究テーマ）９年間を見通した確かな学びの創造

場所：鳥取県若桜町
わか さ

日時：平成27年11月27日

　11月26日に議員８名、町職員２名は、鳥取県東伯郡湯梨浜町で、井戸海水を利用して
陸上養殖を実施している栽培漁業センターへ行政視察研修を行いました。
　このセンターでは、井戸海水を利用し、マサバ、キジハタ、ヒラメ、アワビなどを陸上で
養殖しています。
　今回は、マサバの養殖について、鳥取県栽培漁業センター養殖・漁場環境室の担当者か
ら説明を受けました。
　当栽培漁業センターは、陸上養殖を選んだ理由は二つあるとのことで、一つ目は鳥取県が
波浪の条件が厳しく、海上での養殖が困難だということ、二つ目は鳥取県の沿岸は砂浜が多
く、海水が浸透しやすいので陸上養殖に必要な井戸海水を得やすいということです。
　次にマサバを選んだ理由は、有名な「関サバ」などからわかるように、品質の高いもの
は非常に高級です。また、魚は一般的に天然物に比べて養殖物は安いですが、マサバは脂
の乗りが良く品質が安定することなどから、養殖物の価値が高いとされています。また、
陸上水槽で人口種苗を用いて養殖するため、アニサキス寄生虫の感染が避けられるとの
ことです。
　人工的に生産した稚魚は、初期の成長が早く、１か月で約10㎝、８か月で30㎝以上の
魚に成長します。

　栽培漁業センターは、企業誘致に向けて技術開発
を行っており、陸上養殖の事業化については、平成
27年６月からＪＲ西日本と共同研究を始めていま
す。
　ただし、市場ニーズや養殖コストの詳細について
は、現在研究中であることから、聞くことはできませ
んでしたが、今後その成果を見守っていきたいと思
います。

確
か
な
学
力
の

定
着
と
そ
の
向
上

生
徒
指
導
に
お
け
る

円
滑
な
接
続

新
し
い
学
校
文
化
の

創

造

「学校経営力の向上」を図ります

「学力の向上」をめざします

「健康・体力の向上」をめざします

「豊かな心の育ち」を支援します

「安心して学べる環境の整備」に努めます

小
中
一
貫
教
育
の
導
入

産建厚生常任委員会の行政視察 総務文教常任委員会の行政視察
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一般質問
　議員が町行政の問題などを問いただす「一般質問」は
７名の議員が質問に立ち、町当局の考えを質しました。
　以下その内容を要約してお知らせします。
（文面はすべて質問者本人の原稿によるものです。）

藤田　富三 議員

　

町
長
は
就
任
後
、
誠

実
で
公
正
、
平
等
を
信

念
と
し
て
行
政
改
革
の
推
進
及

び
財
政
規
律
の
厳
守
に
努
め
ら

れ
、
町
民
目
線
に
立
っ
た
町
政

を
運
営
す
る
と
言
う
基
本
方
針

を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
由
良
町
に

誇
り
と
活
力
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
、「
安
全
で
住
み
よ
い

町
づ
く
り
」「
健
や
か
で
生
が
い
の
持
て
る
町
づ
く
り
」「
子
ど

も
育
成
支
援
」「
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」「
基
幹
道
路
の
整
備
」

と
５
つ
の
重
点
施
策
を
推
し
進
め
る
と
所
信
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
厳
し
い
町
財
政
の
も
と
、
健
全
財
政
を
念
頭
に
お
い
て
行

政
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
多
く
の
施
策
を
有
言
実
行
で
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
施
策
を
展
開
さ
れ
、
町
政
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
町
政
に
お
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も

何
件
か
の
課
題
が
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
10
月
に
は
由
良
町
総
合
戦
略
を
策
定
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
実
現
に
向
け
、
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
も
引
き
続
き
町
政
を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
が
、
畑
中
町
長
の
決
意
を
お
伺
い
し
ま
す
。

（
町
長
）
平
成
20
年
５
月
か
ら
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
あ
っ
と
言
う
間
に
７
年
６
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
職
員
の
皆
さ
ん
方
、
区
長
を
は
じ
め
大
勢
の
町
民
の

皆
さ
ん
方
、
ま
た
、
職
員
の
支
え
の
中
で
町
政
の
伸
展
、
住
民

福
祉
の
増
進
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

藤
田
議
員
か
ら
就
任
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
各
政
策
に
つ
い

て
評
価
を
い
た
だ
き
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
私
の
任
期
も

残
さ
れ
た
と
こ
ろ
あ
と
５
ヶ
月
余
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
残
り

の
期
間
に
誤
り
な
き
よ
う
町
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

藤
田
議
員
か
ら
、
次
期
町
長
選
挙
へ
の
出
馬
に
つ
い
て
あ
り

が
た
く
力
強
い
要
請
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

過
日
か
ら
区
長
有
志
の
皆
さ
ん
方
、
農
業
団
体
の
皆
さ
ん
方
、

漁
業
団
体
の
皆
さ
ん
方
、
商
工
会
の
団
体
の
皆
さ
ん
方
等
か
ら

も
出
馬
要
請
と
い
う
力
強
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
方
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
支
援
、
思
い
に
真
摯
に
向
か

い
合
い
、
10
月
に
策
定
し
た
由
良
町
総
合
戦
略
に
基
づ
く
町
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事

業
案
の
中
で
残
さ
れ
た
多
く
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
今
一

度
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
べ
く
気
持
ち
を
新
た
に
初
心

に
返
り
、
全
力
で
次
期
町
長
選
挙
に
臨
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
方
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
心
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。

問

答 畑
中
町
長
の
次
期
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
に
つ
い
て

畑
中
町
長
の
次
期
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
に
つ
い
て

畑
中
町
長
の
次
期
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
に
つ
い
て

畑
中
町
長
の
次
期
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
に
つ
い
て

初
心
に
か
え
り
全
力
で
臨
み
ま
す

吉田ひとみ 議員

川出　　純 議員

山名　　実 議員

　

避
難
場
所
の
北
山
へ

行
く
際
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
ヒ
ビ
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
何
箇
所
か
あ
り
、
道
の
幅
も

狭
い
の
で
、
広
く
し
て
欲
し
い

と
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
後
の
話
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

（
町
長
）
ご
指
摘
の
町
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
用
地
所
有

者
の
ご
協
力
に
よ
り
、
改
良
工
事
の
契
約
を
済
ま
せ
ま

し
た
。
完
了
は
、
２
月
16
日
の
予
定
で
す
。
工
事
期
間
は
、
地

元
住
民
の
皆
様
方
に
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
通
称
）
紺
源
山
へ
の
避
難
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
で

す
が
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
が
い
つ
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
で
す
。
一
刻
も
早
い
実
現
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
町
長
）
避
難
道
路
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
元
に
お
い

て
場
所
を
選
定
し
、
整
備
に
向
け
て
対
応
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
町
と
し
て
も
補
助
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

里
区
の
避
難
場
所
で
す
が
、
区
長
さ
ん
筆
頭
に
青
年

会
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
な
ど
が
協
力
し
て
作
っ
て
い

る
と
聞
き
ま
し
た
。
行
政
に
頼
む
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
達
で

避
難
場
所
を
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
他
の
区
の
方
々
も
里
区
の

避
難
場
所
を
見
に
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
務
政
策
課
長
）里
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、区
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、

き
れ
い
な
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
材
料
費
等
は
、
一
部

町
の
方
か
ら
も
補
助
し
て
い
ま
す
。 問

問問 答答答 避
難
道
路
の
整
備
を

避
難
道
路
の
整
備
を

避
難
道
路
の
整
備
を

避
難
道
路
の
整
備
を

　

由
良
町
と
連
携
包
括

協
定
を
締
結
し
て
い
る

摂
南
大
学
の
学
生
や
指
導
教
授

か
ら
、
由
良
町
の
観
光
に
対
し

て
、
提
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
ど

の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

次
に
海
洋
公
園
は
平
成
９
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
、
ま
も
な

く
20
年
が
経
過
し
ま
す
が
、
展
望
台
の
手
摺
や
海
岸
へ
降
り
る

階
段
の
安
全
、
手
摺
の
老
朽
化
が
進
み
、
危
険
な
箇
所
も
あ
り

ま
す
し
、落
石
防
護
ネ
ッ
ト
の
鉄
分
の
影
響
で
、錆
び
て
赤
茶
け
、

白
い
岬
、
白
崎
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り
か
ね
な
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
公
園
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
所
見
を
お
聞
き
し

た
い
。

　

ま
た
、
観
光
客
の
滞
在
時
間
を
延
ば
せ
る
よ
う
な
、
集
客
に

結
び
つ
く
よ
う
な
施
設
や
方
法
は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
、
公

園
の
整
備
と
合
わ
せ
て
、
町
長
の
お
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。（町

長
）
摂
南
大
学
の
学
生
か
ら
の
提
言
や
ア
ド
バ
イ
ス

に
つ
い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）

を
新
た
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
誘
客
し
た
り
、
由
良
町
で
の
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
組
合
せ
た
り
し
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入

れ
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
公
園
の
安
全
管
理
で
す
が
、
い
た
る
所
老
朽
化
が
進
ん

で
お
り
ま
し
て
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
日
常
点
検
を
徹
底
し
て

お
り
ま
す
。
展
望
台
の
手
摺
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
修
繕

を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位

を
明
確
に
し
、
順
次
対
応
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
落
石
防
護
ネ
ッ
ト
の
老
化
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
か
ら

景
観
面
、
安
全
面
で
色
々
な
方
か
ら
問
題
提
起
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
滞
在
時
間
の
延
長
で
す
が
、
指
定
管
理
者
の
方
で

「
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
づ
く
り
」
や
「
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
づ
く
り
」

と
い
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
、
新
た
な
誘
客
を
図
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
日
高
地
方
、
有
田
地
方
と
の
連
携
を
と
り
、
地
域

で
の
滞
在
時
間
の
延
長
を
図
っ
て
い
く
よ
う
な
ツ
ア
ー
を
売
り

出
し
て
い
く
の
も
、
一
つ
の
方
法
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

白
崎
海
洋
公
園
の
活
用
方
法
と

安
全
管
理
及
び
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

白
崎
海
洋
公
園
の
活
用
方
法
と

安
全
管
理
及
び
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

白
崎
海
洋
公
園
の
活
用
方
法
と

安
全
管
理
及
び
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

白
崎
海
洋
公
園
の
活
用
方
法
と

安
全
管
理
及
び
公
園
の
整
備
に
つ
い
て

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
へ
の
取
組
み
に
可
能
性

　

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
は
、
２
年
に
一

度
改
訂
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
広
域
連
合
で
は
、
次

期
の
保
険
料
の
試
算
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

３
回
の
改
訂
で
は
、
医
療
給
付

費
の
伸
び
の
見
込
み
が
大
き
す

ぎ
て
、
剰
余
金
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
剰
余
金
を
利
用
し

て
保
険
料
を
引
き
上
げ
な
い
努
力
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
町
長
）
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

保
険
者
で
あ
る
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

に
お
い
て
、
そ
の
議
会
の
議
決
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
私
か
ら
こ
れ
に
つ
い
て
、
引
き

上
げ
な
い
、
あ
る
い
は
引
き
上
げ
る
等
と
す
る
答
弁
は
適
当
で

は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

問

答

答
　

町
内
の
子
ど
も
会
活
動
で
共
通
の
活
動
は
「
夏
休
み

の
ラ
ジ
オ
体
操
」
で
す
が
、
他
の
活
動
で
重
点
を
お
き

た
い
と
考
え
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

　

次
に
青
年
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
過
去
に
は
、
青
年
団
、

青
年
ク
ラ
ブ
な
ど
、
町
が
青
年
活
動
を
支
援
し
て
き
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
の
若
い
人
達
が
何
を
考
え
、
ど
う
い
う
活

動
に
興
味
が
あ
る
の
か
を
聞
け
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
は
で
き

な
い
の
か
。

（
教
育
長
）
現
在
、
町
内
に
は
16
の
子
ど
も
会
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
な
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
研
修
会
な
ど
で
、
子
ど
も
達
が
役

割
と
責
任
を
持
っ
て
主
体
的
に
行
動
す
る
社
会
体
験
や
、
自
然

体
験
な
ど
の
活
動
は
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
お
話
は
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
青
年
活
動
に
つ
い
て
で
す
が
、
青
年
団
、
あ
る
い
は

以
前
あ
っ
た
青
年
団
体
交
流
会
な
ど
の
組
織
づ
く
り
は
、
非
常

に
難
し
い
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

青
年
達
が
ど
う
い
う
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
把
握
す
る

こ
と
も
大
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
そ
う
い
っ
た
青
年
と
の
対
話
を
何
ら
か

の
形
で
行
え
な
い
も
の
か
と
、
現
在
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。 答 後

期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
引
き
上
げ
な
い
努
力
を

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
引
き
上
げ
な
い
努
力
を

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
引
き
上
げ
な
い
努
力
を

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
引
き
上
げ
な
い
努
力
を

発
言
で
き
る
立
場
で
な
い

社
会
教
育
の
強
化
を

社
会
教
育
の
強
化
を

社
会
教
育
の
強
化
を

社
会
教
育
の
強
化
を青

年
と
対
話

地
元
で
整
備
に
向
け
て
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い

問

避難道の整備（横浜地内）里区避難場所
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中村　真一 議員

　

10
月
に
、「
地
方
創
生
」

に
向
け
て
、「
由
良
町
総

合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
基
本

的
方
向
の
一
つ
と
し
て
、「
育
て

る
漁
業
へ
の
支
援
」
と
い
う
項

目
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
、
行
政
視
察

を
行
っ
た
井
戸
海
水
を
利
用
し

た
陸
上
養
殖
に
注
目
し
、
具
体
的
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
提
案
し

ま
す
。

　

陸
上
養
殖
は
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る
だ

け
で
な
く
、
水
産
業
へ
の
投
資
、
企
業
誘
致
、
雇
用
創
出
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
陸
上
養
殖
に
必
要
な
条
件
を
備
え
て
い
る
井
戸
海
水

は
、
地
形
、
地
質
の
条
件
な
ど
が
影
響
す
る
た
め
、
安
定
し
た
井

戸
海
水
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
調
査
し
な
く
て
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。

　

陸
上
養
殖
を
進
め
る
第
一
歩
と
し
て
、
井
戸
海
水
の
試
掘
調
査

の
実
施
を
検
討
し
、
陸
上
養
殖
事
業
展
開
の
可
能
性
を
探
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

（
町
長
）
総
合
戦
略
で
は
、「
育
て
る
漁
業
へ
の
支
援
」
と

い
う
こ
と
で
、
養
殖
環
境
の
整
備
を
行
う
事
に
よ
り
、
生

産
者
の
所
得
の
安
定
、
後
継
者
不
足
の
解
消
、
新
規
ブ
ラ
ン
ド
の

開
発
を
積
極
的
に
行
う
と
い
う
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
ワ
カ
メ
、
ア
カ
モ
ク
な
ど
の
水
産
物
加
工
処
理
施

設
改
修
に
対
す
る
補
助
、
ク
エ
、
オ
コ
ゼ
の
放
流
、
藻
場
再
生
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

陸
上
養
殖
に
適
し
た
井
戸
海
水
の
試
掘
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
漁
業
関
係
者
、
養
殖
事
業
者
、
県
の
水
産
試
験
場
、
大
学
の

水
産
試
験
場
な
ど
か
ら
意
見
を
聞
き
、
十
分
研
究
し
た
後
、
陸
上

養
殖
の
事
業
化
の
見
通
し
が
立
っ
た
時
点
で
、
試
掘
調
査
を
考
え
、

段
階
的
に
検
討
を
要
す
る
事
案
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

答 井
戸
海
水
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
陸
上
養
殖
に
つ
い
て

井
戸
海
水
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
陸
上
養
殖
に
つ
い
て

井
戸
海
水
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
陸
上
養
殖
に
つ
い
て

井
戸
海
水
を
利
用
し
た

　
　
　
　
　
陸
上
養
殖
に
つ
い
て

段
階
的
に
検
討
を
要
す
る
事
案

由良　守生 議員

中谷　茂生 議員

　

風
力
発
電
の
被
害
は
、

同
じ
環
境
、
条
件
下
で

な
ら
ば
、
大
体
100
人
中
、
１
人

か
２
人
の
被
害
者
が
出
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ひ
ど
い
地
域
で

は
、
こ
れ
が
５
、
６
人
に
な
り

ま
す
。

　

一
旦
、
低
周
波
音
を
頭
で
感

じ
る
被
害
者
に
な
れ
ば
、
生
活
は
一
変
し
、
苦
し
い
時
間
の
連

続
と
な
り
ま
す
。
絶
え
ず
耳
鳴
り
が
し
て
、
耳
が
痛
く
な
り
、

頭
痛
が
し
ま
す
。
著
し
く
日
常
生
活
の
質
が
下
が
り
ま
す
。

　

こ
の
被
害
の
特
徴
は
、
周
囲
の
誰
に
も
分
か
っ
て
も
ら
え
な

い
こ
と
で
す
。
風
邪
を
引
い
た
と
か
、
ケ
ガ
を
し
た
と
い
う
よ

う
な
誰
に
で
も
分
か
る
経
験
の
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
経
験
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
人
間
は
考
え
を
め
ぐ

ら
せ
て
結
果
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。
ど
ん
な
嘘
も
、
作
り
話
も
通

用
し
ま
せ
ん
。
科
学
と
は
、
歴
史
と
は
、
そ
う
い
う
も
の
で
す
。

　

風
力
発
電
の
場
合
は
、
仮
説
で
は
な
く
、
目
の
前
に
大
き
く

そ
び
え
立
ち
、
大
き
な
音
を
た
て
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

被
害
が
あ
る
か
ら
、
何
が
原
因
か
、
と
追
求
し
て
測
定
し
て

得
た
結
果
と
、「
被
害
は
な
い
」
と
し
て
騒
音
評
価
す
る
測
定
と

は
、
初
め
か
ら
考
え
方
が
違
っ
て
い
ま
す
。

　

由
良
風
力
発
電
２
０
０
０
kw
の
場
合
、
人
に
被
害
を
与
え
る

波
長
は
、
２
Hz
の
と
こ
ろ
で
特
異
な
ピ
ー
ク
を
持
っ
て
、　

デ
シ

ベ
ル
の
差
位
で
激
し
く
変
動
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
で
１
０

０
０
倍
の
ア
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
で
す
。

　

巨
大
な
風
力
発
電
を
建
設
し
た
か
ら
、
地
域
の
人
た
ち
は
、

頭
痛
や
耳
鳴
り
、
目
ま
い
、
な
ど
の
被
害
に
苦
し
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
事
実
を
否
定
で
き
る
よ
う
な
証
拠
は
あ
り
ま
す
か
。

　

是
非
、
一
旦
、
風
力
発
電
を
止
め
て
、
健
康
調
査
な
り
、
意

識
調
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
総
務
政
策
課
長
）
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
の
度

に
何
度
も
町
長
が
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。

　

体
調
不
良
を
訴
え
る
町
民
の
方
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
今
ま
で

同
様
当
町
の
保
健
師
は
も
と
よ
り
御
坊
の
保
健
所
な
ど
と
も
協

力
も
得
て
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

客
観
的
な
根
拠
が
説
明
で
き
な
い
案
件
、
質
問
へ
の
答
弁
は
い

た
し
か
ね
ま
す
。

（※

な
お
、
由
良
議
員
の
一
般
質
問
の
中
で
不
適
切
な
発
言
が
、

３
回
あ
り
ま
し
た
の
で
、
議
長
に
お
い
て
発
言
の
取
り
消
し
と

発
言
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。） 問

答 風
力
発
電
の
低
周
波
音
に
よ
る

　
　
　
健
康
被
害
に
つ
い
て

風
力
発
電
の
低
周
波
音
に
よ
る

　
　
　
健
康
被
害
に
つ
い
て

風
力
発
電
の
低
周
波
音
に
よ
る

　
　
　
健
康
被
害
に
つ
い
て

風
力
発
電
の
低
周
波
音
に
よ
る

　
　
　
健
康
被
害
に
つ
い
て

客
観
的
な
根
拠
が
説
明
で
き
な
い
案
件
、

質
問
へ
の
答
弁
は
い
た
し
か
ね
る

　

10
月
に
町
の
最
上
位
計

画
と
し
て
の
由
良
町
総
合

戦
略
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
戦
略
に
対
し
て
の
町

長
の
全
体
的
な
考
え
、方
針
は
。

　

当
戦
略
に
お
い
て
将
来
の
人

口
に
つ
い
て
、
各
種
の
人
口
推

計
よ
り
も
高
め
の
目
標
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
上
回

る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
産
業
の
振
興
が
必
要
で
す
が
、

各
産
業
分
野
へ
の
支
援
・
補
助
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
大
規
模

事
業
を
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
町
が
中
心
と
な
っ
た
取
り
組
み
は

で
き
な
い
か
。

　

戦
略
に
基
づ
い
た
も
の
で
今
年
度
途
中
、
あ
る
い
は
来
年
度
、

ど
の
程
度
の
事
業
を
実
施
予
定
な
の
か
。

（
町
長
）
２
０
６
０
年
の
人
口
目
標
を
４
７
０
０
人
と
設

定
し
、
こ
の
目
標
に
向
け
て
各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
「
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
」、「
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
」、

「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」、「
時

代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
、

地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
」
こ
の
４
つ
の
柱
を
基
本
と
い
た
し

ま
し
て
、現
在
、具
体
的
な
事
業
を
検
討
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
効
果
が
す
ぐ
現
れ
る
事
業
も
あ
り

ま
す
し
、
長
年
か
か
っ
て
効
果
の
現
れ
る
事
業
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
ら
を
考
慮
し
、
各
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
補
正
予
算
で
は
、
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
計

画
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
創
生
に
向
け
て
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
編
成
過
程

で
構
築
し
て
い
き
た
い
。

　

小
中
一
貫
教
育
、
そ
し
て
そ
の
前
の
小
学
校
統
合
の
調

査
研
究
を
進
め
、
そ
の
利
点
を
現
状
の
小
中
連
携
等
に
取

り
入
れ
て
い
く
「
特
別
な
委
員
会
」
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

（
教
育
長
）
現
状
で
は
特
別
な
委
員
会
の
設
置
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
は
、
研
究
し
、
取
り
入
れ
ら
れ
る

利
点
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
日
頃
の
小
中
連
携
の
取
り
組
み

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

住
環
境
の
た
め
、
教
育
環
境
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
ま
た
、
教
育
の
全
般
的
な
向
上
の
た
め
に
、
小
中

一
貫
教
育
等
の
思
い
切
っ
た
改
革
を
進
め
て
行
く
べ
き
と
い
う
考

え
方
に
対
す
る
町
長
の
考
え
は
。

（
町
長
）
公
立
の
義
務
教
育
の
中
で
は
特
色
あ
る
教
育
は

難
し
い
が
、
教
育
環
境
を
向
上
さ
せ
る
事
、
現
時
点
で
は

小
中
連
携
を
密
に
し
て
効
果
を
出
し
て
行
く
事
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
そ
の
他
の
質
問
）

●
今
年
度
の
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
詳
細
な
分
析
結
果
は

問

問問 答答答

30

高
度
な
学
習
機
会
の
た
め
に
、

教
育
の
向
上
に
つ
い
て

高
度
な
学
習
機
会
の
た
め
に
、

教
育
の
向
上
に
つ
い
て

高
度
な
学
習
機
会
の
た
め
に
、

教
育
の
向
上
に
つ
い
て

高
度
な
学
習
機
会
の
た
め
に
、

教
育
の
向
上
に
つ
い
て

総
合
戦
略
に
お
け
る
事
業
に
つ
い
て

総
合
戦
略
に
お
け
る
事
業
に
つ
い
て

総
合
戦
略
に
お
け
る
事
業
に
つ
い
て

総
合
戦
略
に
お
け
る
事
業
に
つ
い
て

具
体
的
事
業
を
検
討
中

小
中
連
携
を
密
に
し
て
効
果
を
出
し
て
行
く

２
月　

９
日　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　

17
日　

由
良
町
議
会
議
員
選
挙
告
示

　
　
　

22
日　

由
良
町
議
会
議
員
選
挙
（
無
投
票
）

３
月　

２
日　

 

「
議
会
運
営
委
員
会
」
開
催

　
　
　

２
日　

 

「
第
１
回　

臨
時
会
」（
初
議
会
）

　
　
　
　
　
　
（
正
副
議
長
選
挙
、
他
）

　
　
　

３
日　

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　

御
坊
市
外
５
ヶ
町
病
院
経
営
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

５
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会　

開
催

　

10
〜
19
日　

 

「
第
１
回
定
例
会
」（
平
成
27
年
度
一
般
会
計
・

特
別
会
計
予
算
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
、
条
例

制
定
・
条
例
改
正
、
他
）

４
月　

21
日　

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

５
月　

18
日　

和
歌
山
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会（
和
歌
山
市
）

　
　
　

20
日　

議
会
運
営
委
員
会　

開
催

　
　
　
　
　
　

 

「
第
２
回　

臨
時
会
」（
工
事
請
負
契
約
の
締
結
・

専
決
処
分
の
承
認
、
他
）

６
月　

５
日　

議
会
運
営
委
員
会　

開
催

　
　
　

７
日　

元
気
ゆ
ら
！
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
白
崎

海
洋
公
園
）

　
　
　

８
日　

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　

９
〜
16
日　

 

「
第
２
回
定
例
会
」（
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特

別
委
員
会
設
置
、
他
）

　
　
　

18
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
開
催
（
町
内
学
校
訪
問
）

　
　
　

22
日　

産
建
厚
生
常
任
委
員
会
開
催
（
企
業
訪
問
・
町
単

独
事
業
現
場
視
察
、
他
）

７
月　

１
日　

日
高
郡
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　

２
日　

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　

御
坊
市
外
５
ヶ
町
病
院
経
営
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

８
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

30
日　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　

31
日　

議
会
運
営
委
員
会　

開
催

　
　
　
　
　
　

 

「
第
３
回　

臨
時
会
」（
小
引
区
漁
業
集
落
環
境

整
備
事
業
管
渠
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
他
）

　
　
　
　
　
　

議
長
会
要
望
活
動
（
和
歌
山
県
知
事
）

　
　
　
　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

ゆ
ら
創
生
総
合
戦
略
調
査
特
別
委
員
会

８
月　

８
日　

和
歌
山
県
町
村
議
会
全
議
員
研
修
会

９
月　

１
日　

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
　
　
　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

４
日　

議
会
運
営
委
員
会　

開
催

　

８
〜
17
日　

 

「
第
３
回
定
例
会
」（
一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別

会
計
補
正
予
算
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
条
例
改
正
、
請
願
な
ど
）

　
　
　

28
日　

産
建
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
（
奈
良
県
桜
井
市
）

10
月　

７
日　

日
高
郡
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　

16
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
（
橋
本
市
）

　

20
〜
21
日　

全
国
広
報
研
修
会
（
東
京
都
）

　
　
　

27
日　

日
高
郡
議
会
全
議
員
研
修
（
み
な
べ
町
）

11
月　

１
日　

ゆ
ら
ふ
れ
あ
い
祭
（
由
良
町
商
工
会
横
）

　
　
　

４
日　

日
高
郡
議
長
会
親
善
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
美
山

ド
ー
ム
）

　

10
〜
11
日　

全
国
議
長
会
全
国
大
会
（
東
京
都
）

　
　
　

12
日　
「
税
に
関
す
る
標
語
」
表
彰
式

　
　
　

15
日　

議
長
杯
・
福
祉
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
参
加
18

チ
ー
ム
・
由
良
中
学
校
運
動
場
）

　
　
　

25
日　

県
議
長
会
委
員
長
・
副
委
員
長
研
修
会
（
和
歌
山
市
）

　

26
〜
28
日　

産
建
厚
生
常
任
委
員
会
・
総
務
文
教
常
任
委
員
会

合
同
視
察
研
修
（
鳥
取
県
）

12
月　

２
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会　

開
催

　

10
〜
15
日　

 

「
第
４
回
定
例
会
」（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
、
土
地
の
取
得
、
条
例
改
正
、
由
良
町
選

挙
管
理
委
員
の
選
挙
、
請
願
、
他
）

　
　
　

10
日　

議
会
全
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　

ゆ
ら
創
生
総
合
戦
略
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

14
日　

産
建
厚
生
常
任
委
員
会（
請
願
第
４
号
に
つ
い
て
）

　
　
　

25
日　

御
坊
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　

御
坊
市
外
５
ヶ
町
病
院
経
営
事
務
組
合
議
会
定
例
会

2015年（平成27年）主な議会年表



翔け!!

　 新成人

　

議
会
広
報
を
担
当
し
て
、

早
い
も
の
で
一
年
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
が
、
手

に
と
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

作
成
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
議
会
で
す
」

は
、
平
成
28
年
５
月
号
よ
り

現
在
の
Ａ
３
サ
イ
ズ
か
ら
Ａ

４
サ
イ
ズ
に
な
る
予
定
で

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
内
容
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。

乞
う
ご
期
待
！　
　
　
（
真
）

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

川
出　
　

純

副
委
員
長　

森　

三
枝
子

中
村　

真
一

中
谷　

茂
生

由
良　

守
生

山
名　
　

実

吉
田
ひ
と
み

新
し
い
年
を
迎
え
て

玉置　一郎 議長

　

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
わ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
の
干
支
は
、「
丙
申
（
ひ
の
え　

さ
る
）」
で
す
。「
申
」
に
は
、「
樹
木
の
果
実

が
熟
し
て
固
ま
り
伸
び
る
」
と
い
う
意
味
が
あ

り
、「
丙
」
に
は
、「
明
ら
か
に
な
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
２
つ
が
合
わ
さ
る
丙

申
の
年
は
「
物
事
が
大
き
く
進
歩
発
展
し
、
成

熟
す
る
年
」
と
な
る
そ
う
で
す
。

　

昨
年
10
月
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
町
の
衰
退

を
阻
止
す
べ
く
、
住
民
・
企
業
・
地
域
・
行
政

が
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
行

動
指
針
・
指
標
を
定
め
た
『
由
良
町
総
合
戦
略
』

が
、
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

由
良
町
が
、将
来
に
渡
っ
て
永
続
的
に
振
興
・

発
展
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
地
元

企
業
、
地
域
の
力
、
そ
し
て
、
町
民
皆
様
の
力

が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
も
、「
ゆ
ら
創
生
総
合
戦
略

調
査
特
別
委
員
会
」
を
昨
年
設
置
し
、
よ
り
良

い
町
づ
く
り
の
た
め
、
議
員
10
名
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
民
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
人
と
し
て
早
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

日
々
勉
強
と
思
い
ま
し
て
忙
し
い
毎
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
町
民
の
み

な
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
町
政
に
、
届
け
ら
れ
る
様
に

ガ
ン
バ
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

森　三枝子 議員
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
員
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
の
勉
強

を
続
け
、
由
良
町
が
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い

町
と
な
る
た
め
に
少
し
で
も
力
と
な
れ
る

よ
う
な
活
動
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
町
内
の
多
く
の
皆
様
と
の

お
話
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

そ
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

中谷　茂生 議員
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
が
安
全
・
安
心

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中村　真一 議員
　

議
員
生
活
も
２
期
目
と
な
り
、声
を
か

け
て
頂
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。任

務
を
思
う
と
、薄
氷
を
履
む
が
如
し
で

す
。

　

成
長
が
追
い
付
か
な
い
。農
業
し
な
が
ら

焦
り
も
あ
る
。

　

今
年
も
皆
様
の
ご
指
導
、よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

由良　守生 議員

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
皆
様
方
の
安
全
、
安
心
な

住
み
良
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
、あ
っ
ち
こっ

ち
に
、
走
り
回
り
た
い
で
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
導
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

吉田ひとみ 議員

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
中
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
何
か
と
忙
し
い
年
に
な
り
そ
う

で
す
が
、
私
と
し
ま
し
て
は
、
何
と
か
一

歩
前
へ
踏
み
出
し
ま
す
。

　

皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

藤田　富三 副議長

川出　　純 議員
　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

由
良
町
の
発
展
は
子
ど
も
人
口
の
増
加

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
会
の
取
り
組
み
、
高
齢
者
の
見
守

り
、
地
域
団
体
の
取
り
組
み
な
ど
が
、
子

ど
も
を
守
る
運
動
で
す
。

　

子
ど
も
と
一
緒
に
、
成
長
で
き
れ
ば
、

町
は
よ
り
輝
く
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
と
ご一緒
に
、
良
い
町
を
つ
く

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、皆
様
方
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

わ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任
を
自

覚
し
、町
民
の
皆
様
の
期
待
に
添
え
る
よ
う

決
意
を
新
た
に
し
、初
心
に
か
え
り
全
力
で

活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、ご
指
導
・ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

馬場　博文 議員

・　
・

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
年
も
住
み
よ
い
由
良
町
を
め
ざ
し

て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山名　　実 議員

　

自
分
自
身
の
避
難
カ
ー
ド
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
名

前
や
住
所
、
各
家
族
で
決
め
た
緊
急
避
難
先
や
避
難

場
所
な
ど
を
記
入
し
、
家
族
で
情
報
を
共
有
す
る
も

の
で
す
。
災
害
の
際
、
家
族
と
連
絡
が
つ
か
な
い
こ
と

は
不
安
を
大
き
く
し
ま
す
。
常
に
携
帯
す
る
事
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

「
私
は
、逃
げ
ま
す
！
」

家
族
で
決
め
た
避
難
場
所
で

会
い
ま
し
ょ
う
！

「
私
は
、逃
げ
ま
す
！
」

家
族
で
決
め
た
避
難
場
所
で

会
い
ま
し
ょ
う
！

防
災
メ
モ
⑦

シ
リ
ー
ズ

平成28年２月　由良町こんにちは議会です　№109
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